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研究成果の概要（和文）：本研究は、ライフコースアプローチに基づき、若い教師の発達をサポ

ートするシステムを明らかにすることを目的としている。研究方法は、質問紙調査（回答者数

208 名）とインタビュー調査（対象者２名）である。その結果から、とりわけ次のような点が

重要であることが明らかとなった。第 1 は、教師教育者に関する考え方の転換である。すなわ

ち、指導と被指導という垂直的な関係性に基づくフォーマルな教師教育者という考え方から、

相互に支え促すという水平的な関係性に基づくインフォーマルな教師教育者という考え方への

転換である。第 2は、教師教育を担う組織に関する考え方の転換である。すなわち、教師の発

達と力量形成を支え促すためのサポート機能が、形骸化してしまうような一元的制度化を図る

考え方から、豊饒化していくような多元的ネットワーク化を図る考え方への転換である。 

 

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to reveal Support System for Professional 

Development of  Young School-Teachers based on the life-course Approach. A questionnaire 

survey (208 respondents) and an interview survey (2 subjects) were conducted. The 

following results were obtain. The first is a conversion of the mode of thinking about 

teacher educators: it is to convert the mode of thinking from formal teacher educators 

based on the vertical relation between the instructing and instructed to informal teacher 

educators based on the horizontal relation of mutual support and encouragement. The second 

is a conversion of the mode of thinking related to the organizations undertaking teacher 

education: it is to convert the mode of thinking from trying to make one-dimensional 

institutionalization having the function of supporting and encouraging the development 

and competency formation of teachers to a mere shell to a mode of thinking designed to 

build multidimensional networks for which the function of support becomes fertile. 
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１．研究開始当初の背景 

 本研究は、申請者（山崎）がこれまでに取

り組んできた「教師のライフコース研究」の

手法（とくにインタビュー調査を中心とした

教師個々人のライフコースの事例的質的分

析）と成果を生かし、現在、離職者ないしは

精神的なケアを必要とする者が増加しつつ

ある若い教師（入職後およそ１０年以内の教

師）に焦点を当て、彼（女）らのライフコー

スを把握しつつ、直面している課題を明らか

にすることによって、生涯にわたる教師とし

ての発達と力量形成を遂げていくためのサ

ポートシステム構築に向けた基礎的データ

の収集・蓄積・提供を目的とするものであっ

た。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、これまで申請者が実施してきた

継続的な質問紙調査結果(第１回:1984 年か

ら第５回:2004 年）及びインタビュー調査結

果（第１回：1994 年、第２回：2004 年）を、

それぞれの調査時点で 20 歳代であった教師

たちのデータに焦点を当て、再分析すること

から始め、平行してこれまでの調査対象には

入っていなかった多様な経歴を有する若い

教師たちのライフコースをインタビュー調

査し、そのデータを徹底して事例的質的に分

析する作業を行うことであった。また、ライ

フコース研究をはじめとする質的調査研究

の方法論を整理・検討することもあった。こ

のことによって、近年盛んになってきている

ライフコース研究とそれに近接する質的研

究における理論的実践的水準の向上を図ろ

うとするものであった。 

 

３．研究の方法 

 質問紙調査は、2008 年 3 月～2010 年 3 月

に、静岡大学教育学部を卒業し、静岡県下の

教育界（小・中学校）に入職していった初任

期教師たちを対象にし、彼らの被教育体験期

から入職後の新任期までのライフコースに

関する問いを設定し、実施した調査（2010 年

8 月実施）である。得られた回答者数は 208

名（男：69 名、女：138 名、性別不明：１名）

であり、回収率は 42.1%であった。 

 インタビュー調査は、上記質問紙調査対象

者の中から男女各１名、計２名を抽出し、

2010 年 8 月と翌 2011 年 8 月の２度にわたっ

て、大学までの被教育体験及び新任期の実践

体験について集中的に聞き取りを実施した

調査である。 

 入職までの期間については、回想法が主な

手法となったが、入職後の新任期は、現在進

行形で実践が展開しており、追跡法が手法と

なった。また、学級通信や研修の記録など文

字化されたものも尐なくなく、それらもでき

る限り収集し、インタビュー記録の整理や解

釈に役立てていくことにした。 

 

４．研究成果 

 新世紀を迎えて以降、教師教育改革の動き

が、激烈かつ現時点では混迷の様相を呈して

きている。そして、その背景には、次のよう

な３つの変動が徐々に大きなうねりとなり、

教師の発達と力量形成に影響を及ぼす要因

となってきている。 

 その第１は、教師の人口動態（コーホート

の入れ替え）に伴う教師文化・教職意識の変

動が生まれ始めていることである。 



1990年代後半から2000年代前半にかけて、

学校現場から若い教師たちの姿が薄らいで

いったことは、学校全体の活気を低下させて

いったことに加えて、30 歳代教師層がいつま

でも若手教師としての役割期待を背負い続

けていくことになり、そのことが教師として

の発達や力量形成にもすくなからず影響を

与えていった。 

現在、2005 年度あたりから、再び大きな変

化が生まれ始めている。都市部を中心とした

比較的人口の多い地域に限定的な変化であ

るという側面を持ちつつ、若い教師の採用増

である。このことによって、学校現場では、

コーホートの入れ替えが再び起こり始めて

いるが、それはたんに平均年齢を押し下げる

だけではなく、コーホートが固有に有する教

師文化・教職意識の大きな入れ替えをも意味

しているのである。 

 第２は、子どもとその保護者の生活実態・

意識の変化と多様化の進行である。そして、

それらの変化と多様化の直接的反映として学

校や教師に様々な困難な課題がもたらされ、

これまで培ってきた考え方や指導の仕方では

即座に対応できない状況を生み出しているこ

とである。 

 学校や教師に対しては、期待の裏返しとし

ての厳しい批判も突きつけられることになり、

その批判への対応として、学校教育改革も急

ピッチで進められることになったが、新しい

改革課題の遂行がさらにまた学校や教師を多

忙化へと追い込んでいく結果ともなっている。 

加えて、「学校教育＝サービス産業」論を

唱えてきた学校や教師は、多様化した子ど

も・保護者・地域住民を、改革推進を共に担

う協力・協働者から改革成果を享受しようと

するだけの要求・消費者へと追いやってしま

った。さらにその結果、学校と教師は、子ど

も・保護者・地域住民を、教師の発達と力量

形成を支え促す存在の一員として見なすこ

ともできなくしてしまった。 

第３は、以上のような事態の進行とともに、

1980 年代以降、生涯研修体系の一環として用

意された研修プログラム・各種講座や研究指

定校制度の下での学校共同研究活動など、教

育行政によって公認化され制度化されたフ

ォーマルな取り組みは花盛りとなる一方で、

職場の多忙化、同僚性関係の希薄化、自主的

研究諸活動の衰退化等によって、日常の教職

生活の中において教師たちの発達と力量形

成を支え促してきたインフォーマルな“発達

サポート機能”の形骸化・痩身化が進行して

きてしまったことである。  

 上述のような現状認識を踏まえて、本研究

の結論としては、以下の７点にわたって、「教

師のライフコース研究」に基づき、上述のよ

うな状況をもたらしてきた根源的な考え方、

私たちが無意識のうちに囚われてしまって

いる教師教育に関する考え方の問題点を指

摘するとともに、その改革の方向性としての

オルタナティブな道を提起しておきたい。と

りわけ若い教師に対する発達サポート構築

としては第６，７点目の内容が重要である。 

 第１は、教師の発達に関する考え方の転換

である。すなわち、単調に連続して積み上が

っていくような考え方から、新しい状況に対

応しながら非連続的に変容していくような

考え方への転換である。 

 第２は、教師の力量に関する考え方の転換

である。すなわち、あらゆる状況において適

用可能な知識・技術の熟達というような考え

方から、具体的な状況に即した最適な解釈・

判断の創出というような考え方への転換で

ある。 

 第３は、教師の専門性に関する考え方の転

換である。すなわち、特定の領域における要

因を分析し厳密な解を追究するというよう



な考え方から、様々な領域にわたる要因を総

合し最適な解を追究するというような考え

方への転換である。 

 第４は、教師教育に関する考え方の転換で

ある。すなわち、教師を鍛える指導プログラ

ムを強化する考え方から、教師が育つネット

ワークを整備する考え方への転換である。 

 第５は、教師の評価に関する考え方の転換

である。すなわち、評価の結果とその客観的

測定に価値をおくという考え方から、評価の

プロセスとその透明性に価値をおくという

考え方への転換である。 

 第６は、教師教育者に関する考え方の転換

である。すなわち、指導と被指導という垂直

的な関係性に基づくフォーマルな教師教育

者という考え方から、相互に支え促すという

水平的な関係性に基づくインフォーマルな

教師教育者という考え方への転換である。 

 第７は、教師教育を担う組織に関する考え

方の転換である。すなわち、教師の発達と力

量形成を支え促すためのサポート機能が、形

骸化してしまうような一元的制度化を図る

考え方から、豊饒化していくような多元的ネ

ットワーク化を図る考え方への転換である。  

 以上の７点は、今日の教師教育改革におい

て、研究的及び実践的な課題である。この課

題の遂行にあたっては、若い教師たちが自ら

の発達と力量を自己形成していく自立的な

営みを築き上げていけるように援助してい

くことを取り組みの原則とする。そして、そ

の取り組みを担う組織もまた、一定の地域ご

とに自治的で協同的な組織として自らを再

構成していくことを原則とする。そのことに

よって、日常生活の営みと人的ネットワーク

の中に存在していた、教師の発達と力量形成

を支え促すためのサポート機能は回復する

といえる。 
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